


































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































き- 蛙泳ぎ (平泳ぎ叉は扇泳ぎ)- ノン
又は抜き手 (クロール)- さかさ泳ぎ (育
汰)､もぐり (潜水)､立ち泳ぎと進んだ｡速
く泳げることは勿論だが､より遠くよりもよ
り遠 く､より長く泳 ぐことを良しとする傾向
が一般的であった｡どこからどこまで泳げる
か､どこから飛び込めるか､どれくらい潜れ
るか等で､自然に子供の能力のランクづけが
なされ､指示 ･命令がなくても努力目標が出
来てきたように思われる｡
集落を横切って流れる小川は水もきれいで､
あり､川止めをしての水遊びや､水あびの初
歩が年少者や女の子の一部では､夏の遊びの
楽しみの一つであった｡昭和-ケタ生まれの
人､また､その前後の人で泳げない人がいる｡
特に女性にその傾向が強いのは､水あびと関
係があると思われる (女子は水あびをするこ
とがほとんどなかった)｡このツツミや小川も
現在では､家庭の雑排水で汚され､危険防止
上から近づ くことさえ禁止されている｡学校
プール (小 ･中学校)の普及率は全国最高と
いわれる本県では､川や池で泳 ぐ必要はない｡
また､やる気､費用､時間があれば､スイミ
ングスクールのバスが安全に送迎してくれ､
指導者がついて泳法指導までしてくれる｡
水あぴは消えてしまったが､楽しい想い出
と結びつく "水とのふれ合い'という面から
考えてみると､現在と比較して､この水あび
は主体的､創造的､意欲的であり､しかも､
自由な楽しさがいっぱいあった｡深い溜め池
や流れる千曲川での水泳は､生きた水とのふ
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れ合いであり､自然に主呈しさや判断力､水の
危険に安全に対処する力や泳力が身についた
気がする｡水の事故は死に結びつく､昔も今
も水に関しての危険はいっぱいある｡しかし､
夏休みの忘れられない楽しい思い出となった
水あびは今はない｡
(まとめ)
最近の子供は外で遊ばない､遊べない､遊
びを知らない､遊びの楽しさを知らない､体
格は向上したが体力のないのは遊びが少ない
からだ､等々話題にされることが多い｡確か
にそんな気かするoLかし､適当な空き地や
遊び場はなくなり､遊びの中心であった道路
は危険で､とても遊べる状況ではない｡
これは､①稽古ごと (そろばん､習字､ピ
アノ教室､学習塾､スイミングスクー ル他)
などのやることが余りに多すぎる｡また､②
外遊びよりも､テレビやテレビゲームなど､
室内の遊びの万が興味や関心が高い｡､③出生
辛 (1.57)の低下による了-供の数 (兄弟)の
減少により､遊び場に行っても遊びを構成す
るだけの仲間が集まらず､遊びが成立しない｡
等いろいろ考えられる｡
体力面で考えてみれば､スイミングスクー
ル､ ミニバスケット･ミニバレーボール､少
年サ･/カー教室､野球 リトルリー グ､各種ス
ポーツ少年団等々やる気があれば､鍛える場
は多くあるoLかし､外での遊びは①②③の
とおりで､遊ぼうにも場所がない､時間がな
い､仲間が集まらないということか主な原因
であろう｡その他原因はいろいろ挙げられよ
うが､この地区の子供達に見られる傾向とし
て､
1)集団での遊びが見られなくなった｡特に
年令差を超えた集団遊びは皆無に近い (こ
れは前記の①②③と関連がある)
2)自然 (動 ･植物等)との関わりのある遊
びがほとんど見られなくなった｡
これはどうしてか､子供をとり巻く環境の
変化が大きい｡東条､徳間の集落を通り､街
道を横切 り､清泉女学院短期大学南西下方で
駒澤川となl)- 浅川- 千曲川へとそそぐ
三本の川すじをはじめ､他の小川も家庭の雑
排水を集めて流れるので汚染が進み､セメン
ト壁に変ってしまった｡かつては､沢ガニが
澤l吊蔚れ､水あびや川遊びも出来たし､夏は
蛍か舞い､虫とりの場であった豊かな両岸の
樹木や草やぶがなくなった｡農地はほとんど
住宅地に変り､葦つみや虫とりの出来た草地
も激減し､昔日の面影はほとんど無くなって
しまったr,
遊ぶ道具については､創意工夫して自作す
ることがほとんどなくなり､ほしいものか手
に入り､精巧で高価なものが市販されているO
当時､ほとんどの子供が持っていた､肥後
守は見られず､小刀やナイ7t,I二手に使えな
い子が多い｡
出生率低下から少子化による遊び仲間の減
少､道路事情､交通事情等により遊び場所の
減少､テレビや稽古ごと等による時間の減少､
いろいろ問題かある｡往時のまま残っている
遊びもあるが､ほとんど見られなくなったリ､
消えてしまったものが多い｡この傾向は顕著
になっていくと思われる｡
(参考文献-昭和57年若槻史刊行会編"若槻史')
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